
　119 番による救急要請を受けると、松前消防署

から救急車が出動します。しかし、松前消防署の

救急車が出動中に別の救急要請を受けると、伊予

市や砥部町から救急車が現場へ向かうことにな

り、現場への到着が遅れてしまいます。軽い症状

でも救急車を利用する人が増えてしまうと、心筋

梗塞、脳卒中や事故による大けがなどで救急車を

いち早く必要とする人の元への到着が遅れてし

まい、救える命が救えなくなる場合があります。

　救急車を呼ぶ前に、本当に必要なのか、自家用

車やタクシーなどで病院に行くことができない

か、も う 一 度 考 え て

みましょう。

▲

 救急車不適正利用の事例

 ・ 鼻血が出たから。

 ・ 足の親指が痛いから。

 ・ 自分で病院に行く手段がないから。

 ・ 今日、病院に行く予定だったから。

 ・ しゃべりにくい。

 ・ 突然、片方の手足が動きにくくなった。

 ・ 経験したことがないほどの頭の痛みがある。

 ・ 呼吸が苦しい、ハアハア言っている。

 ・ 意識がない、呼び掛けたり、揺さぶったりしても反

　応しない。

※　その他、いつもと違う場合や様子がおかしい場

　合も注意しましょう。

▲

 救急医療とは
　救急医療は、緊急事態に備えたもので、限られた

人数の医療従事者で運営しています。次の点に注意

しましょう。

 ・ 急な病気やけがのときに受診するものなので、安

　易な受診は避けましょう。

 ・ 診療は応急処置であるため、通常の診療内容と同

　じ対応はできません。

 ・ 救急車で搬送されても、軽症の場合は、通常の受

　け付け順となる場合があります。

▲

 迷ったときは「Q 助」アプリ

　消防庁が開発した無料アプリ、「Q 助（きゅーすけ）」

は、症状などから患者の状態 （緊急度）を判定し、

救急車を呼んだ方がいいか、様子を見るべきかなど

必要に応じた情報を提供してくれます。

　救急車を呼ぶか迷ったときに、役立つアプリです。

ぜひ、ご利用ください。

▲

ダウンロードはこちら

9 月 9日は ｢救急の日｣

救急車の適正利用にご協力を
松前消防署　☎ 984―3404
　　　　　FAX  984―4011

消防署
だより

◉ App  Store ◉ Google  Play

こんなときは救急車を呼びましょう
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